
「データサイエンス共同利用基盤施設」は、

大規模データから高度な解析を行うことに

より科学や社会の課題を解決する「データ

サイエンス」の、融合的な共同利用・共同研

究拠点です。当施設は、大学共同利用機関

法人情報・システム研究機構が法人第3期

を迎えた平成28年4月、その新たな組織

体制の一環として発足しました。我が国の

学術の発展に貢献する大学共同利用機関の

役割を踏まえ、なかでもデータ駆動型研究

を促進する大学等の研究支援を目的に、機

構を構成する４研究所と協力して活動して

います。
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データサイエンス共同利用基盤施設は、データ共

有支援、データ解析支援、データサイエンティスト

育成の3つの活動を推進しています。生命、極域環

境、社会、人文学等の専門分野を主体にした4つの

センターからなる「データ共有支援事業」、ゲノム

データの最先端解析支援と、分野を横断する高度

な数理的手法を開発・支援する、2つの「データ解

析支援事業」、そして当施設全体で取り組む「デー

タサイエンス人材の育成」です。さまざまな分野

と解析手法による学術研究の支援を通じて、我が

国の大学等の機能強化に貢献し、科学の発展や社

会のイノベーションに貢献してまいります。

データサイエンス棟
（立川キャンパス）

物理学・科学

医学・薬学

データ同化研究支援センター



プログラミング不要で
　統合的に利用可能
　　✓より多くのデータベースを
　　✓より高度な検索を
　　✓より平易な言葉で

ライフサイエンス統合データベースセンター
（DBCLS）
生命科学分野のオープンサイエンスを目指して、全国の大学、研究機関などに存在するさまざ
まなデータベースを一元的に利活用するための「データベース統合化」に関する研究開発を
行っています。用語とその分類体系（オントロジー）の整備やデータ記述方式（RDF）の標準化
など、統合化に必要な技術開発に力を入れています。また、世界各国のデータベース開発機関か
らエキスパートを招き、BioHackathonなどの開発者会議を継続的に開催し、統合化のための
技術開発と標準化を国際的に主導しています。
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極域環境データサイ工ンスセンター
南極域、北極域の厳しい環境下で取得された貴重な、多分野・多種多様な研究・観測データの
アーカイブとデータベース化、公開と共同利用を進め、極域科学のデータ活動の中核を担うと
ともに、データに基づく新しい極域科学を創生し、地球環境研究に貢献することを目指します。
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ミュージアム連携・ワークショップ
オープンイノベーション

古地図と古写真の分析からシルクロードの遺跡を再発見

公的調査ミクロデータの
オンサイト解析室

人文学オープンデータ
共同利用センター
大規模に電子化されつつある日本の文化、例えばくずし字で書かれた江戸時代
の古典籍や活字印刷された明治以降の書籍などを対象に、情報学・統計学の最新
技術を活用して、自動的にテキスト化したり内容を分析したりすることを目指
します。また、世界の人文知を共有する情報基盤を構築するとともに、異分野の
研究者、市民、企業等とコラボレーションしながら、オープン化を推進します。

大規模に電子化されつつある日本の文化、例えばくずし字で書かれた江戸時代
の古典籍や活字印刷された明治以降の書籍などを対象に、情報学・統計学の最新
技術を活用して、自動的にテキスト化したり内容を分析したりすることを目指
します。また、世界の人文知を共有する情報基盤を構築するとともに、異分野の
研究者、市民、企業等とコラボレーションしながら、オープン化を推進します。

社会データ構造化
センター
構造化され、整備された社会データは、複雑な現代社会を解明し、地域環境、治
安、経済を含むさまざまな課題解決に役立ちます。そこで当センターは、日本人
の国民性調査などの「社会調査データ」 、オンサイトで利用できる「公的調査の
ミクロデータ」、リアルタイムで行き交う「ソーシャルビッグデータ」の3つを
整備・向上させ、実証的データに基づく人文社会科学と政策立案の実現を支援し
ます。
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ます。

くずし字を解析

IIIF Curation Viewer を用いて日本古典籍から顔の部分をキュレーション
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ゲノム配列データから
遺伝子の構造や多型の情報を同定

シーラカンスでは進化のスピードが遅くなっていることや、
ヒレから四肢への進化といった脊椎動物の陸上化の痕跡を発見 !

支援の概念図

データ同化によるエルニーニョ現象の再現結果

古代魚シーラカンスの細胞からDNAを抽出し

ゲノム配列を解読

ゲノムデータ解析
支援センター
生命はゲノム情報に基づいて形作られることがわかっていま
す。ゲノムはDNAに記録されており、高速シーケンサーを用
いて読み取ると、大量のゲノムデータが得られます。ここから
生物学、医学、環境学などさまざまな研究の発展につながる新
たな知見を取り出すために、最先端のバイオインフォマティ
クス技術を開発・提供し、解析相談や共同研究を通じて研究者
を支援します。
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データ同化研究支援センター

データとシミュレーションを統合する「データ同化」や、統計手法でシミュレー
ションを模倣する「エミュレータ」など、シミュレーションの可能性を広げる統
計数理手法の研究開発を行っています。諸科学、産業分野でシミュレーションの
活用に関する課題をお持ちの方々に対し、シミュレーションと統計数理を融合
させる諸技術のノウハウ等を提供し、課題解決を支援します。
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ハンズオンや公開講座も随時開催




